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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月6日(2019.8.6)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療剤と、
ジブロックポリ（乳）酸－ポリ（エチレン）グリコールコポリマーまたはジブロックポリ
（乳）酸－ｃｏ－ポリ（グリコール）酸－ポリ（エチレン）グリコールコポリマーと、
ＰＬＡ－ＰＥＧ－ＥＧＦＲリガンドとして表されるポリマーコンジュゲートであって、Ｅ
ＧＦＲリガンドは、直接、間接的に、または化学リンカーを介してＰＥＧに結合または会
合しており、ＰＬＡは、ポリ（乳）酸であり、ＰＥＧは、ポリ（エチレン）グリコールで
ある、ポリマーコンジュゲートと
を含む治療用ナノ粒子。
【請求項２】
　約０．２～約３５重量パーセントの治療剤と、
約５０～約９８重量パーセントのジブロックポリ（乳）酸－ポリ（エチレン）グリコール
コポリマーまたはジブロックポリ（乳）酸－ｃｏ－ポリ（グリコール）酸－ポリ（エチレ
ン）グリコールコポリマーと、
約２％～約１２％のＰＬＡ－ＰＥＧ－ＥＧＦＲリガンド密度であって、ＥＧＦＲリガンド
は、アジド官能化ＰＥＧ－ＰＬＡに結合または会合しており、ＰＬＡは、ポリ（乳）酸で
あり、ＰＥＧは、ポリ（エチレン）グリコールである、ＰＬＡ－ＰＥＧ－ＥＧＦＲリガン
ド密度と
を含む治療用ナノ粒子。
【請求項３】
　前記治療用ナノ粒子の流体力学的直径が約６０～約１５０ｎｍである、請求項１から２
のいずれか一項に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項４】
　前記流体力学的直径が約９０～約１４０ｎｍである、請求項１から３のいずれか一項に
記載の治療用ナノ粒子。
【請求項５】
　約１～約１０重量パーセントの前記治療剤を含む、請求項１から４のいずれか一項に記
載の治療用ナノ粒子。
【請求項６】
　前記ＥＧＦＲリガンドがペプチドである、請求項１から５に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項７】
　ペプチドが、クリック化学反応によって、ナノ粒子に共有結合性にコンジュゲートされ
ている、請求項６に記載の治療用ナノ粒子。
【請求項８】
　Ａｃ－ＤＰＣＴＷＥＶＷＧＲＥＣＬＱＧＧＫ（ＰＥＧ４－ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａ
ｃ－ＤＡＣＴＷＥＶＷＧＲＥＣＬＱＧＧＫ（ＰＥＧ４－ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－
ＤＰＣＴ（２Ｉｎｄ）ＧＥＶ（５ＭｅＯ）ＷＧＲＥＣＬＱＧＧＫ（ＰＥＧ４－ＤＢＣＯ）
－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＰＰｅｎＴＷＥＶＷＧＲＥＰｅｎＬＱＧＧＫ（ＰＥＧ４－ＤＢＣ
Ｏ）－ＣＯＮＨ２、ＡｃＤＡＰｅｎＴＷＥＶＷＧＲＥＰｅｎＬＱＧＧＫ（ＤＢＣＯ）－Ｃ
ＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＡＣＴ（２Ｉｎｄ）ＧＥＶ（５ＭｅＯ）ＷＧＲＥＣＬＱ、ＧＧＫ（Ｄ
ＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＰＰｅｎＴ（２Ｉｎｄ）ＧＥＶ（５ＭｅＯ）ＷＧＲＥＰ
ｅｎ　ＬＱＧＧＫ（ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＡＰｅｎＴ（２Ｉｎｄ）ＧＥＶ（
５ＭｅＯ）ＷＧＲＥＰｅｎ、ＬＱＧＧＫ（ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＡＰｅｎＴ
ＷＥＶＷＧＲＥＰｅｎＬＱＧＧＫ（ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＰＣＴＷＥＶＷＧ
ＲＥＣＬＱＧＧＫ（ＰＥＧ５－ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＡＣＴ（２Ｉｎｄ）Ｇ
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ＥＶ（５ＭｅＯ）ＷＧＲＥＣＬＱＧＧＫ（ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、ＡｃＤＰＰｅｎＴ（
２Ｉｎｄ）ＧＥＶ（５ＭｅＯ）ＷＧＲＥＰｅｎＬＱＧＧＫ（ＤＢＣＯ）－ＣＯＮＨ２、お
よびＡｃＤＡＰｅｎＴ（２Ｉｎｄ）ＧＥＶ（５ＭｅＯ）ＷＧＲＥＰｅｎＬＱＧＧＫ（ＤＢ
ＣＯ）－ＣＯＮＨ２、Ａｃ－ＤＰＣＴＷＥＶＷＧＲＥＣＬＱＧＧＫ（ＰＥＧ５－ＤＢＣＯ
）－ＣＯＮＨ２、またはこれらの修飾体からなる群から選択される配列を含むペプチジル
リガンドにコンジュゲートさせたＰＬＡ－ＰＥＧを含むナノ粒子。
【請求項９】
　ペプチジルリガンド分子にコンジュゲートさせた約２００～約５００の前記ＰＬＡ－Ｐ
ＥＧを含む、請求項８に記載のナノ粒子。
【請求項１０】
　前記ＰＬＡ－ＰＥＧが、アジド官能化ＰＬＡ－ＰＥＧを反応させ、歪み促進型アルキン
－アジド付加環化を使用することにより、前記ペプチジルリガンド分子にコンジュゲート
されている、請求項８または９に記載のナノ粒子。
【請求項１１】
　前記ＰＬＡ－ＰＥＧのＰＬＡが、約１５～約１７ｋＤａの数平均分子量を有する、請求
項１から１０のいずれか一項に記載のナノ粒子。
【請求項１２】
　前記ＰＬＡ－ＰＥＧのＰＥＧが、約４～約６ｋＤａの数を有する、請求項１から１０の
いずれか一項に記載のナノ粒子。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれかに記載の複数の治療用ナノ粒子と、薬学的に許容できる添
加剤とを含む、薬学的に許容できる組成物。
 


	header
	written-amendment

